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　　室蘭市中島地区公園機能再編方針（案）
【 本 編 】

１　対象となる公園 ３　市民アンケートからみる中島地区の公園に期待される役割

（１）街区公園 （１）中島地区の街区公園及び中島公園についての周辺住民アンケートより（協力：室蘭工業大学）

① 潮止公園 ① 街区公園（潮止公園ほか）には「基礎的な公園機能」が期待される

② 向陽公園 ② 地区公園（中島公園）には「快適な子育て環境」が期待される

③ 中島小公園
（２）中島公園についての市民アンケートより

④ 中島４丁目公園
　中島公園は、自然の豊かさや健康的に過ごせる機能を維持しつつ、子育て世帯に選ばれる遊び場と
しての機能が求められている⑤ 中島本町公園

⑥ バラ公園

４　データ等からみる各公園の特徴

（２）地区公園

○ 中島公園

図１：対象となる公園の位置図

２　関連計画からみる中島地区の役割

（１）室蘭市都市計画マスタープラン

・西いぶり圏域の中心地として「便利で活気あふれるまち」

・官民連携によるにぎわいづくりを目指す

（２）室蘭市立地適正化計画

・東室蘭駅周辺地区は市内２拠点（都市機能誘導区域）のうちの１つ

・現在の市街化区域内の人口密度を2040年の居住誘導区域内での維持を目指す

（３）東室蘭駅周辺地区まちづくり将来ビジョン ※都市機能誘導区域：「室蘭市立地適正化計画」に定める、市内において便利な施設が集まる拠点となるべき区域を指す

※居住誘導区域：「室蘭市立地適正化計画」に定める、一定の人口密度を維持するために居住を誘導すべき区域を指す

・イベントや街のにぎわいづくり等により「人と人が出会う場」を創出 ※誘致圏：「都市計画運用指針」において、公園の種別ごとに望ましいとされている公園利用者の誘致圏を指し、中島公園以外の公園を指す
　　　　　　街区公園で半径250ｍ、地区公園である中島公園で１kmとなる

・西いぶり圏域の中心商業地域としての価値を高めることを目指す ※利用量・利用者の活発さ：本市と「AI技術を活用した地域活性化に関する連携」協定を締結しているニューラルポケット（株）の協力の
　　　　　　　　　　　　　もと、カメラを活用した公園の利用状況調査を実施し、その分析による利用量を利用者数の多寡で示したもの
　　　　　　　　　　　　　であり、中島本町公園は近隣商業施設の開発動向に合わせて検討予定のため、カメラ調査は行っていない
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潮止公園 区域内 区域内 多い 有り 多い 0.53
・地区内の公園で最も広い芝生がある
・周辺住民は高齢者が多い
・利用者は活発に活動

向陽公園 区域内 区域内 少ない 0.17
・飲食店街に立地している
・イベント利用が比較的多い

中島小公園 区域内 区域内 多い 多い 0.36
・広い芝生がある
・周辺住民は高齢者が多い
・利用者は活発に活動

中島４丁目公園 区域外 区域内 少ない 有り 少ない 0.07
・公園面積が狭い
・町会行事では利用されていない

中島本町公園 区域内 区域内 － 0.18
・周辺住民は子育て世帯が多い
・大型商業施設に近い（将来的な
　商業施設の開発構想がある）

バラ公園 区域内 区域内 少ない 少ない 0.1
・総合病院が近い
・公園面積が狭い
・保育所･幼稚園の子ども達が利用

中島公園 区域内 区域内 － － 多い 7.1
・蘭東地域唯一の地区公園
・ジョギングや散歩の利用が多い
・利用者は活発に活動



５　中島地区の公園に期待される役割 ８　各公園の新たな公園像と管理運営方針

　項目２～４の内容に基づき中島地区の公園全体のテーマを次の通り設定するものとする

～ にぎわいがあって、子育てが楽しくなる場所 ～

６　方針作成に係る各公園の利用状況調査及び市民意見の把握等について

（１）ネットワークカメラによる利用状況調査

（２）中島公園に係る市民アンケート

（３）対象公園に係る周辺住民へのアンケート

（４）中島地区の公園に関する市民ワークショップ

（５）市ホームページによる意見募集
・募集期間：令和５年１月２６日～２月９日
・募集内容：対象公園の使われ方や今後の使い方のアイデアを募集
・意見者数：５人

（６）室蘭市緑化審議会において方針(素案)について報告
・名称：令和４年度 第１回室蘭市緑化審議会
・日時：令和５年２月１７日（金）
・内容：この方針の素案を提示し、委員から意見を頂いた

７　お元気広場について

（１）現状
　中島地区の商業者が主体となり年間を通じて各種地域イベントが開催されてお
り、数多くの市民が訪れ地区に賑わいを生み出している

（２）今後の方向性
　今後は、地区の賑わいや回遊性を生み出す都市施設の広場として位置付ける方向
で検討を進め、合わせて官民連携の管理運営方法についても検討していく
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公園名

新たな公園像

～この公園ならではの新しい
使われ方のイメージ～

官民連携による公園管理運営方針

～新たな公園像の実現に向けた公園の整備・維持管理や使いこ
なしの方針～

 潮止公園
大きく身体を動かす運動
に適した公園

　一定の広さのある広場を確保しつつ、より積極的にス
ポーツ利用などが行われるように、地域の団体によるス
ポーツイベントでの活用などを目指す・実施時期：令和３年９月～１０月

・協力企業：ニューラルポケット(株)
・実施内容：各公園に１週間から２週間の期間カメラを設置し、公園の利用量、
　　　　　　利用の活発さ、滞在時間などを調査しＡＩによる分析を実施

 向陽公園
広場や休憩施設があるイ
ベントの開催に適した公
園

　イベントに特化した整備とともに、地元飲食店や企業等
による、にぎわいづくりと経済循環を意識したイベントが
継続的に行われること等で、公園利用者の増加を目指すと
共に、隣接するらんらん橋や知利別川と連動した公園の使
いこなしも目指す

・実施時期：令和３年３月～４月
・対 象 者：20歳から79歳までの市民及び中島公園に近接する室蘭工業高校生
・回答者数：６１８人（回答率 約２６％）
・実施内容：中島公園の利用頻度、利用目的、公園の各機能の満足度、追加
　　　　　　したい施設、追加したいサービスなどを調査し、結果について
　　　　　　総合満足度に最も影響している因子の分析を実施  中島小公園

地域の交流に適した広場
や施設がある公園

　大きく体を動かす運動機能は潮止公園と機能分担し、広
場を運動以外の用途でも利用できるよう、地域の住民や団
体を中心に活用方法を考えていく

・実施時期：令和３年１２月～令和４年１月
・対 象 者：中島地区在住の子育て世帯
・協　　力：室蘭工業大学 市村研究室
・回答者数：２５５人（回答率 約２８％）
・実施内容：中島地区の街区公園及び中島公園の利用頻度、利用満足度等を調査

 中島４丁目公園
※更なる地域ニーズの把
握により、新たな公園像
について引き続き検討

　※地区内の公園の中では整備・維持管理の優先度は低い
と判断されることや現状の地域ニーズは低いことから、さ
らなるニーズ調査により新たな公園像を設定した後、管理
運営方針を検討する

 中島本町公園
※近隣の大型複合商業施
設の開発動向に合わせて
新たな公園像を検討

　近隣の大型複合商業施設の開発動向によるが、その開発
とも連携し、子育て世帯が集い、交流できるような整備や
継続的なイベント開催を目指す

・実施時期：令和５年１月２２日（日）１０～１２時
・協　　力：室蘭工業大学 市村研究室
・参加者数：２６人（５グループに分かれて実施）
・実施内容：ワークショップ形式で公園の使われ方や今後の使い方のアイデアを
　　　　　　出し合い、最後に各グループから発表

 バラ公園

近隣の総合病院利用者や
幼稚園・保育所の子ども
達が散歩や遊びに来たく
なる公園

　幼児向けの遊具の整備や、近隣の総合病院利用者が利用
できるベンチや花壇等の整備とともに、例えば、地域の団
体による花壇づくりでの交流が開催されるなどにより、公
園利用者の増加を目指す

 中島公園
公園内にある自然を生か
した子育て世代に選ばれ
る健康的な遊び場

　子どもの遊び場の拡大とともに、中島公園トライアルイ
ベントのような、地域の事業者等と連携し子育て世帯を対
象とした公園の特徴を生かしたイベントの継続的な実施を
目指し、また、利用者の誘致圏人口が多い地区公園である
ことから、公園内にある野球場の機能移転の検討も含め、
民間企業の参入等による公園マネジメントも検討する

 各公園共通で
 意識すべき事

 ※主に市民ワーク
　 ショップでの意見を
　 参考に整理したもの

・多様な主体の交流の場、地域住民の居場所やにぎわいの場とすること
・各公園や周辺環境の特性を生かしたイベントや新たな使い道を考えること
・地区内で一日を通じて過ごせる回遊性
・経済を回すためのビジネスの観点
・駐車場、電源、遊具などのハード整備は維持管理コストとのバランス
・新たな維持管理の仕組み
・防災等の従来型の機能の強化や景観等の機能も考慮すること
・ネーミングライツ等、企業参加による公園マネジメントの推進
・地区内での新たな公園マネジメントに向けた動きを育てていくこと
・「公園の使い方の手引き」の作成による公園の使いこなしのバックアップ


